
組合せ 児童数 学級数 学校の位置

有明東小学校

有明西小学校

有明南小学校

須古小学校

六角小学校

白石小学校

北明小学校

福富小学校 220 7 福富小学校

●Ｂパターン：３校（白石地域の小学校の位置を別の場所とした場合） 【将来的に】

組合せ 児童数 学級数 学校の位置 組合せ 学校の位置

有明東小学校

有明西小学校

有明南小学校

須古小学校

六角小学校

白石小学校

北明小学校

福富小学校 220 7 福富小学校

●Ｃパターン：２校

組合せ 児童数 学級数 学校の位置

有明東小学校

有明西小学校

有明南小学校

須古小学校

六角小学校

白石小学校

北明小学校

福富小学校

組合せ 児童数 学級数 学校の位置

有明東小学校

有明西小学校

有明南小学校

須古小学校

六角小学校

白石小学校

北明小学校

福富小学校

●Ｅパターン：１校

組合せ 児童数 学級数 学校の位置

有明東小学校

有明西小学校

有明南小学校

須古小学校

六角小学校

白石小学校

北明小学校

福富小学校

有明中学校

他の学校との位置関係を考慮し

た、最適地を選定し新築
383 12

有明中学校

白石小学校

（改修または新築）

白石町立小学校の統合再編パターン

１校への

統合再編

今回の統合再編後の小学校のうち、通学距

離及びその他要件等を考慮した最適地

282 11

383 12

282 11

有明中学校

白石小学校

（改修または新築）

282 11

603

●Ａパターン：３校

④有明3小及び福富小は、学級数が適正規模を満たしてい

ないが、単学級が予想される学級の児童数は38人程度で

あり、2学級（41人以上）になる可能性もある。

18

282 11

603 18

908 27 最適地を選定し新築

③学級数は、特別支援学級の児童数の予測がつかないた

め、全ての児童数を通常学級の児童数として算出してい

る。

●Ｄパターン：２校（白石・福富地域の小学校の位置を別の場所とした場合）

有明中学校

他の学校との位置関係を考慮し

た、最適地を選定し新築
①Ａ～Ｄパターンの児童数

・有明3小＝令和8年度の予想数を使用

・白石4小及び福富小＝令和10年度の予想数を使用

②Ｅパターンの児童数は、令和8年度の予想数を使用

資 料
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【共通事項】

校舎 1999年 校舎 1983年

体育館 1999年 体育館 1979年

学校区 353 学校区 529

令和元年度

現在（有明中）

令和８年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

令和元年度

現在（白石小）

令和10年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

多目的教室を普通教室へ 4

美術室を分割し普通教室へ 2
2つの理科室のうち1つを普通教室へ 1

視聴覚室を普通教室へ 1

計 8 18 10 計 8 計 9 25 16 計 2

備考

学校区 445 学校区 460

令和元年度

現在（有明中）

令和８年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

令和元年度

現在（白石小）

令和10年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

多目的教室を普通教室へ 4

美術室を分割し普通教室へ 2
2つの理科室のうち1つを普通教室へ 1

視聴覚室を普通教室へ 1

計 8 23 15 計 8 計 9 22 13 計 2

備考

学校区 282 学校区 603

令和元年度

現在（有明中）

令和８年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

令和元年度

現在（白石小）

令和10年度

予想
不足数①

不足数計

①ー②

多目的教室を普通教室へ 4

美術室を分割し普通教室へ 2
2つの理科室のうち1つを普通教室へ 1

視聴覚室を普通教室へ 1

計 8 16 8 計 8 計 9 27 18 計 2

備考

総合評価

14
普通

学級数

普通

学級数

令和10年度開校目標（白石小学校使用）

須古・有明東・有明西・有明南 児童数予想（令和８年度時点）
特別教室等、

改修可能予想数②

2

令和10年度（2028年度）

の経過年数

児童数予想（令和10年度時点）

45年（耐用年数まで2年）

49年（耐用年数から15年経過）

6 17 11

特別支援学級

特別教室等、

改修可能予想数②

通常学級 6 12 6

特別支援学級

●２校を「同規模」や「少しでも同規模に近づける」とする場合は、有明中学校の校舎をもう１棟建設するなどの大規模な増築工事をしなければならない。しかし、有明中学校の敷地内に増築できるような余地は

少ない。

●白石小学校の校舎は、いずれのパターンでも教室数の大幅な不足が予想される。また現校舎や体育館は、開校目標年度の令和10年度で建設後45年及び49年が経過し老朽化する。したがって新校舎建設としたい

が、場所については白石小学校の位置を含む、学校区内のいずれかの場所としたい。

●校舎建設については、白石中学校に特別教室などの大規模な増築工事が予想される。また小学校２校のうち１校は新築工事が予想される。したがって有明中学校の校舎は、白石町の財政状況を考慮し、現校舎内

で改修可能な小規模な改修工事としたい。

0
普通

学級数
16

児童数予想（令和10年度時点）
特別教室等、

改修可能予想数②

特別教室等、

改修可能予想数②

普通

学級数 特別支援学級 2 5 3 1

●有明中学校は現校舎の改修で教室の不足分が補われることが予想される。

●白石小学校の校舎については、16教室の不足が予想され、大規模な増築工事では間に合わず、新校舎建設をしなければならない。

●有明中学校は、現校舎を改修するなどの小規模の工事が予想できる。また白石小学校は大規模な工事をしなければならない。

特別支援学級 3 9 6 第２学習室を普通教室へ

Ｆパターン

Ｇパターン

有明東・有明西・有明南 児童数予想（令和８年度時点） 白石・六角・須古・北明・福富

普通

学級数

【資料59】

Ｃパターン

●有明中学校の校舎を改修しても２教室の不足が予想され、校舎をもう１棟建設するなどの大規模な増築工事をしなければならない。

●白石小学校の校舎については、14教室の不足が予想され、大規模な増築工事では間に合わず、新校舎建設をしなければならない。

●有明中学校及び白石小学校の両校を大規模工事しなければならなくなる。

●有明中学校の校舎を改修しても7教室の不足が予想され、校舎をもう１棟建設するなどの大規模な増築工事をしなければならない。

●白石小学校の校舎については、11教室の不足が予想され、大規模な増築工事では間に合わず、新校舎建設をしなければならない。

●有明中学校及び白石小学校の両校を大規模工事しなければならなくなる。

7
普通

学級数
11

特別教室等、

改修可能予想数②

白石・六角・北明・福富

特別教室等、

改修可能予想数②

通常学級 6 14

須古・北明・有明東・有明西・有明南 児童数予想（令和８年度時点） 白石・六角・福富 児童数予想（令和10年度時点）

■令和８年度及び令和１０年度　開校時の施設の状況（予想）

・児童数の予想については、住民基本台帳に載っていいない学年は、一部据置きの数字を使用している。

・特別支援学級数については、現在、予想が立たないため、令和元年度の特別支援学級の在籍者をもとに算出している。

建築年度
令和8年度（2026年度）

の経過年数

34年（耐用年数まで13年）

34年（耐用年数まで13年）
建築年度

令和8年度開校目標（有明中学校使用）

3 8 5

第１学習室を普通教室へ 1

第２学習室を普通教室へ 1

通常学級 6 11 5

2 6 4

通常学級

8

特別支援学級 2 9 7 5

第１学習室を普通教室へ

第１学習室を普通教室へ 1

第２学習室を普通教室へ 1

通常学級 6 18 12 1

通常学級 6 14 8

特別支援学級 3 8


